

	


	


	春がふたたび牢獄にやってきた！
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牢獄の春はふたたびおれの上にやってきた！

一年以前、この赤煉瓦の建物の中に投げ込まれたときには

あのトルコの王様の退屈を慰めたというアラビアンナイトの人喰鬼の宮殿のように

おれにはこの巨大な赤煉瓦の沈黙した建物は摩訶不思議なものであった。

だが　一年の月日は流れ去り、

春風の中を自由に軽快に飛行機の飛ぶ二度目の春がきた今日！

そして、奇蹟や素晴しい精神では何事も解決つかない今日！

相変らず灰色のコンクリートの壁に包囲されているが、おれの前には、一沫の不思議も存在しない！

コンクリートの廊下に響く靴音も、麦飯を運ぶ車の音も、それは毎日の平凡な出来事となった！

そして、把むことのできない世の中の激しい変化は、ただ脳髄の中で考えるだけだ！

しかし、おれにとって、把み、見ることのできない彼方の世界こそ思惟する土台であり、神を質に入れても触れてみたいものだ

春が、春がふたたび牢獄にもやってきた
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